
青少年センター運営委員会 会議概要 
１ 審議会名  令和元年度第３回青少年センター運営委員会 

２ 日  時  令和元年10月４日 午後１時30分から２時45分まで 

３ 会  場  安曇野市役所 ３階会議室306 

４ 出席者   内川会長、片桐副会長、竹内委員、大塚委員、百瀬委員、市川委員、 

丸山みどり委員、川口委員、降旗委員、三好委員、羽田野委員 

５ 市側出席者 西村部長、臼井課長、山口課長補佐、池田指導員、曽山 

６ 公開・非公開の別   公開 

７ 傍聴人  ０人    記者  ０人  

８ 会議概要作成年月日 令和元年10月10日 

協  議  事  項  等 

◇会議の概要 

１ 開  会 

２ 青少年センター運営委員会あいさつ 

３ 協議事項 

（１） 子ども・若者育成支援強調月間街頭啓発について 

（２） 有害な地域環境実態調査について 

（３） 長野県青少年健全育成県民大会参加について 

    11月２日（土）東御市文化会館 12時 45分～16時 

（４） 青少年センター講演会について 

（５） その他 

４ 閉  会 

 

◇協議事項概要 

（１）子ども・若者育成支援強調月間街頭啓発について 

   11月１日（金）午前７時～８時に、JR豊科・穂高・明科駅前で啓発用ティッシュの配布

を行う。 

（２）有害な地域環境実態調査について 

   11月の「青少年に有害な社会環境排除県民運動強化月間」に合わせ、11月中に調査を行

い12月３日（火）までに報告をする。 

（委員）２人１組でチェック活動をするという事だが、ひとりで行っても良いか。 

（事務局）県の進め方として、班編成をして行うこととなっていますので２人１組でお願いし

ます。 

（委員）いつまでに行えばよいか。 

（事務局）11月中に行っていただき、12月３日（火）までに生涯学習課へ提出してください。 

（委員）２人１組で行うという事だが、運営委員１人と所属団体の役員１人の２人で行っても

良いか。 

（事務局）良いです。 

 

（３）長野県青少年健全育成県民大会参加について 

11月２日（土）に東御市文化会館で 12時 45分～16時に行われる。参加希望者は７日

（月）までに連絡を。 

 

（４）青少年センター講演会について 

   今年度の状況、アンケートの感想、来年度以降取り上げてほしいテーマなどの説明を事

務局から行う。来年度の開催方法、テーマについて協議を行う。 

 



 

（委員）子どもの現状をみんなが認識できるような、発達障がいの子に対して子どもの頃から

ケアをする、対処の方法をみつけていくような話が聞けたら良いと思う。 

（委員）とても大切な事だと思うが、センターとしてそこまで深く学び、対処する必要がある

のか。もっと、子どもが子どもらしく群れて何かできるようなことを考えてほしいと思

う。センターの委員がそこまで精神的に深く、専門的な勉強をしなくても良いのではない

か 

（事務局）子どもの心の状態は様々なので、ひとつの事例を話していただき、それに対して大

人はどう関わればよいのかを話していただくのもいいかと思います。また、子どもたちが

自由に遊べ、子どもらしく活動できるためにはどうしたら良いのかをお話しいただくのも

良いかと思います。他の委員の方々の意見もお聞かせください。 

（委員）どんな良い先生をお招きしても、人が集まらなければ意味がない。大勢の方が聞け

ば、それぞれに考えられると思う。今年のように育成会と一緒にやると大人数が講演会を

聞く機会が出来て、結果、良かったと思えれば輪が広がると思う。育成会と合同なら若い

世代の方にも聞いてもらうことができ、子どもに反映していく事が出来ると思う。他団体

と合同でやるなど、やり方を考えて人が集まる講演会を考えていただきたい。 

（委員）大勢の方が集まるような運営をしていただきたい。子どもを取り巻く環境は難しくな

っている中で何を模索していくのか、子どもの行事に子どもが集まらない現状を改善して

いくことも必要で、センターとして取り上げる問題は何がいいか考える必要がある。 

（委員）今までの反省を踏まえて、今年度の講演会は盛況で、内容もアンケートからは良かっ

たという事だったので、さらに安曇野市の子どもにとって保護者や地域の方々もどんなこ

とを栄養として与えていけばよいかを考え、今年の開催方法を続けていく中で、講師やテ

ーマをみつけていけば良いのではないかと思う。 

（委員）発達障がいの対応、子どもたちの言葉遣いに対する大人の対応、子どもの支援に関わ

ることなど、新しい情報がわかる子どもに関することをテーマにしていただきたい 

（事務局）今回の講演会では、高齢の参加者でも孫のこととして聞いていただいたようです

し、発達障がいについて相談したい方は講演会の後で個別に相談されていたようでした。

最近、問題になってるのは、やはりネット関連ですが、いろいろな所で講演会を実施して

いるようなので、来年度も子どもに関することを中心に考えていきたいと思います。 

（事務局）昨年度同様、事務局で講師及びテーマを何件か選定し、次回の会議で協議の上、決

定したいと思いますがいかがでしょうか。 

（委員）今年度同様、ぜひ共催の形をとっていただきたい。 

（事務局）そのような形で日程調整をして、講師の選定も進めていきたいと思います。 

 

（５）その他 

  ・穂高プールの存続について 

 ・大糸線 駅の無人化について 

 ・防災無線による防犯対策について 

 


